
４
月
25
日
、
衆
院
憲
法
審

査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
の
声
を
押
し
切
っ
て
強

引
に
改
憲
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
の
４
月
12
日
に
ア
ピ
ー
ル

を
出
し
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル

の
要
点
は
左
記
の
通
り
で
す
。

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
の
ア
ピ
ー
ル
文
を
記
載
し

ま
す
。

★
憲
法
審
査
会
は
再
始
動
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

★
安
倍
首
相
ら
は
憲
法
違
反

の
改
憲
策
動
を
や
め
よ
。

★
与
党
改
憲
派
は
民
意
を
尊

重
せ
よ
。

【
抗
議
・
要
請
先

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
】

◎
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本

部
長
／
下
村
博
文

０
３
・
３
５
９
７
・
２
７
７
２

◎
憲
法
審
査
会
与
党
筆
頭
幹

事
／
新
藤
義
孝

０
３
・
３
５
０
８
・
３
３
１
３

◎
憲
法
審
査
会
会
長
／

森
英
介

０
３
・
３
５
９
２
・
９
０
３
６

◎
公
明
党
憲
法
調
査
会
長
／

北
側
一
雄

０
３
・
３
５
０
８
・
３
５
３
３

（３）革新・愛知の会 第２８８号 ２０１９年５月１０日

河
田

昌
東

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
救
援
・

中
部
理
事

昨
年
11
月
に
中
国
の
研

究
者
が
、
夫
が
エ
イ
ズ
患

者
の
夫
婦
の
受
精
卵
の
遺

伝
子
を
ゲ
ノ
ム
編
集
で
壊

し
、
将
来
エ
イ
ズ
に
感
染

し
に
く
い
双
子
の
女
児
を

誕
生
さ
せ
た
と
い
う
研
究

を
公
表
し
て
以
来
、
ゲ
ノ

ム
編
集
と
い
う
言
葉
が
マ

ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
簡
単

に
言
え
ば
、
目
的
と
す
る

特
定
の
遺
伝
子
を
破
壊
し
、

あ
る
い
は
そ
こ
に
必
要
な

遺
伝
子
を
挿
入
す
る
技
術

で
あ
る
。
過
去
数
年
間
に

こ
の
技
術
は
飛
躍
的
に
発

展
し
、
新
た
な
産
業
革
命

に
な
る
か
も
と
言
わ
れ
て

い
る
。
特
に
期
待
が
大
き

い
の
は
農
畜
産
物
の
品
種

改
良
と
医
療
分
野
に
お
け

る
応
用
で
あ
る
。
国
内
で

も
ゲ
ノ
ム
編
集
で
筋
肉
モ

リ
モ
リ
の
豚
や
鯛
が
出
来

る
。
あ
る
い
は
人
間
の
腎

臓
や
心
臓
を
持
つ
豚
を
作

り
、
提
供
者
不
足
に
悩
む

臓
器
移
植
に
使
う
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。

意
図
し
な
い
遺
伝
子
も

破
壊
し
て
し
ま
う
オ
フ
タ
ー

ゲ
ッ
ト
等
、
技
術
的
に
は

ま
だ
ま
だ
未
解
決
の
問
題

が
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
厚
労
省
は
ゲ
ノ
ム

編
集
で
作
っ
た
食
品
に
関

し
、
安
全
審
査
や
表
示
の

必
要
は
な
く
、
開
発
企
業

の
届
け
出
だ
け
で
済
ま
せ

る
意
向
で
あ
る
。
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
の
主
張
そ
の
ま

ま
で
あ
る
。
背
景
に
は
昨

年
６
月
15
日
に
行
わ
れ
た

内
閣
府
の
「
統
合
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
」
前
日
の
安

倍
首
相
の
発
言
が
あ
る
。

首
相
は
閣
僚
会
議
の
席
上

「
こ
の
技
術
（
ゲ
ノ
ム
編

集
）
を
成
長
戦
略
の
ど
真

ん
中
に
位
置
付
け
、
関
係

大
臣
は
こ
れ
ま
で
の
発
想

に
と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
な

政
策
を
一
丸
と
な
っ
て
迅

速
か
つ
確
実
に
実
行
す
べ

し
」
と
発
言
し
た
（
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
：
２
０
１
９
年

１
月
22
日
号
）
。

内
閣
府
に
よ
れ
ば
ゲ
ノ

ム
編
集
は
今
後
６
０
０
兆

円
規
模
の
市
場
に
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。
命
を

金
に
な
る
か
否
か
で
判
断

す
る
政
治
は
一
刻
も
早
く

止
め
さ
せ
な
け
れ
ば
。

近
ご
ろ

思
う

こ
と

51

衆議院憲法審査会を強行に開こうとする自民

党・公明党などの改憲派の動きが、執拗に繰り

返されています。

4月10日にも委員長職権での憲法審査会・幹

事懇談会の開催が狙われました。3週連続の動

きです。しかも、与党筆頭幹事の発言（「極め

て遺憾だ。話し合いの場にすら出てこないなら、

どうしたらよいのか、非常に困っている」）を

マスコミが無批判に報道し、一致して対応して

いる立憲野党に分断を持ちこむ動きとなってい

ることも見過ごせません。

自民党の狙いが、2019年5月3日を前に憲法

審査会を再始動させ、自民党の改憲案の提示の

条件を整備することにおかれていることは、明

らかです。

そのような狙いどおりにさせないためには、

立憲野党の奮闘を後押しする市民の力が必要で

す。自民党などが強引な審査会運営と安倍首相

が9条改憲発言を繰り返す状況が、「政局にと

らわれず、国民の代表である国会議員が憲法論

議を行い、熟議による合意形成をめざす場」と

される憲法審査会を開催する環境を壊している

のです。 （略）

２０１９年４月１２日

戦争させない・９条壊すな！

総がかり行動実行委員会

「
安
倍
改
憲
の
た
め
の
憲
法
審
査
会

を
再
始
動
す
る
な
！
」
の
抗
議
要
請

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
集
中
を
！

遺伝子破壊する

ゲノム編集に

６００兆円！？

河
田
昌
東
さ
ん
は
２
０
１
３

年
５
月
号
「
価
値
観
の
転
換

こ
そ
未
来
を
つ
く
る

チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
教
訓
に
未
来

に
種
を
ま
こ
う
」
と
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。



清
洲
城
ハ
イ
キ
ン
グ

た
け
の
こ
狩
り

オ
ー
ル
名
鉄
革
新
懇

今
回
は
、
名
鉄
主
催
の
ハ

イ
キ
ン
グ
に
参
加
。
西
春
駅

を
９
時
に
ス
タ
ー
ト
。
北
名

古
屋
市
の
町
並
み
を
抜
け
て

五
条
川
沿
い
の
コ
ー
ス
を
歩

く
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
観
ら

れ
る
桜
の
木
は
、
３
分
か
ら

５
分
咲
き
と
い
っ
た
感
じ
。

そ
れ
で
も
清
洲
城
手
前
の
堤

に
は
満
開
に
近
い
桜
の
ト
ン

ネ
ル
が
で
き
、
春
爛
漫
を
実

感
。
桜
の
下
で
昼
食
を
と
り
、

清
洲
城
を
見
て
、
次
は
清
洲

桜
醸
造
で
振
る
舞
い
酒
サ
ー

ビ
ス
の
鬼
こ
ろ
し
を
味
わ
う
。

新
清
洲
駅
に
は
12
時
過
ぎ
に

到
着
し
、
歩
数
は
二
万
歩
を

超
え
ま
し
た
。
雨
に
も
降
ら

れ
ず
楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
で

し
た
。
わ
が
革
新
懇
か
ら
は

６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

４
月
14
日
（
日
）
恒
例
の

竹
の
子
狩
り
を
オ
ー
ル
名
鉄

革
新
懇
の
仲
間
と
新
婦
人
の

人
た
ち
20
数
名
の
参
加
で
楽

し
み
ま
し
た
。
お
天
気
続
き

で
、
竹
藪
の
主
の
石
井
さ
ん

は
、
竹
の
子
が
出
て
こ
な
い

の
で
や
き
も
き
、
参
加
人
数

も
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
で
し
た
が
、
直
前
に

雨
も
降
り
当
日
は
竹
の
子
の

頭
が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
。

昼
は
、
竹
の
子
ご
は
ん
と
チ

ラ
シ
寿
司
そ
れ
に
み
そ
汁
な

ど
ご
馳
走
は
い
っ
ぱ
い
。
真

面
目
な
と
こ
ろ
で
、
「
消
費

税
増
税
の
中
止
を
求
め
る
請

願
」
の
署
名
を
行
い
10
筆
あ

り
ま
し
た
。

お
み
や
げ
は
持
ち
き
れ
な

い
ほ
ど
、
帰
り
が
け
に
雨
が

ポ
ツ
ポ
ツ
何
と
も
楽
し
い
一

日
で
し
た
。
準
備
し
て
い
た

だ
い
た
石
井
さ
ん
ご
夫
妻
に

感
謝
。

（
植
村
好
清
）

平
民
懇
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

緑
区
平
民
懇

会
員
が
気
軽
に
語
り
合
え

る
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る

平
民
懇
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
が
４
月
20

日
開
催
さ
れ
た
。
今
回
で
３

回
目
と
な
る
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
テ
ー

マ
は
「
年
金
」
。
愛
知
年
金

者
組
合
に
所
属
す
る
水
野
三

正
さ
ん
に
話
題
提
供
者
と
し

て
報
告
を
お
願
い
し
た
の
ち
、

参
加
者
で
感
想
、
意
見
を
交

換
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
「
話
し

合
う
場
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら

和
や
か
な
交
流
と
な
っ
た
。

（
緑
平
民
懇
ニ
ュ
ー
ス
１
４

７
号
よ
り
）

西
区
☆
語
ら
い
広
場

西
区
革
新
懇

西
区
革
新
懇
は
季
刊
で

『
西
区
☆
語
ら
い
広
場
』
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

第
４
号
と
な
る
４
月
号
は
、

「
中
小
企
業
と
消
費
税
」
と

題
し
て
、
北
部
民
商
の
事
務

局
長
が
記
事
を
投
稿
。

ま
た
、
「
安
倍
政
権
の

薦
め
る
改
憲
と
愛
知
県

で
の
意
外
な
接
点
」
や

「
４
月
か
ら
始
ま
る

「
70
年
に
一
度
の
働
き

方
改
革
」
」
で
は
、
西

区
の
方
々
に
様
々
な
角

度
か
ら
社
会
問
題
を
と
ら
え

て
語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
他
に
も
絵
手
紙
や
「
桜
」

と
題
し
た
投
稿
な
ど
、
語
ら

い
広
場
の
名
前
の
と
お
り
、

紙
面
を
通
じ
て
西
区
革
新
懇

の
会
員
の
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

東
西
南
北

地域・職場事務室長会議 開催

４月２４日（火）地域・職場事務室長

会議を開催しました。選挙後の情勢を懇

談。安倍改憲をめぐる状況や、市民と野

党の共闘をすすめる各地の取り組みなど

も論議しました。

また、全国総会（５月１８日）に向け

て、会員・読者の拡大など、革新懇づく

りについても話し合いました。

参議院選挙まであと２カ月、市民と野
党の共闘の実現をめざして様々な取り組
みが進められています。

２区 シンポジウム
「アベ政治と民主主義」

日時：５月６日（月・祝）１３:３０～
会場：吹上ホール４階・第３会議室

シンポジウムの主催は「あなたのわた
しでつくる政治＠千種名東守山(仮称)準
備会」。愛知２区で市民と野党の共闘を
進めるきっかけのつくろうと俳優のアマ
チンさんら15人が呼びかけ人になってい
ます。

４区 公開討論会
「安倍政治を終わらせよう！」

日時：４月２８日（日）１３：３０～
会場：日本特殊陶業会館・第一会議室

市民と野党をつなぐ会＠愛知４区・野
党は共闘！市民アクション＠愛知４区が
主催。立憲民主党（高木ひろしさん）国
民民主党（牧義夫さん）日本共産党（す
やま初美さん）自由党（高先星吾さん）
社会民主党（山登志浩さん）の立憲野党
５党が参加します。

（４）革新・愛知の会 第２８８号 ２０１９年５月１０日

すすめよう！市民と野党の共闘

４
月
号
に
投
稿
さ
れ
た
絵
手
紙


